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１ 令和８年度が始まりました。本年度もよろしくお願いいたします 

新年度を迎え、職員一同張り切っております。教育委員会として、未来に活躍す

る子供たちのために努力し、島田市の教育行政が充実したものとなるように、頑張

ってまいります。 

教育委員会の課長級では、学校教育課長が変わりましたので、紹介させていただ

きます。学校教育課長は地域クラブ活動推進室長を兼務いたします。教育部全体で

は、転出者が 16 名、転入者が 18 名でした。今後とも、よろしくお願いいたします。 
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学校教育課長 岩尾秀幸（いわお ひでゆき） 島田市立川根中学校長 

 

２ ツバメが玄関先に巣を作りました。ツバメが幸せを運んでくれます（きっと）。 

今年も、我が家にツバメがやってきました。例年に比べて、家の周りを飛ぶよう

になるのが、少し早い感じがしましたが、今回もしっかりと偵察を繰り返し、安全

を確認したうえで、巣の修理に取り掛かり、修理

が終わると、ツバメが２羽生活するようになりま

した。(左の写真のように、つがいのツバメが、生

活しています。) 

昨年は、５羽の子供を産んだのですが、一番隅

にいた子ツバメに、餌が行き渡らなかったのか、

４羽の子ツバメが飛び立った後１羽だけ、やせ細

った子ツバメが巣の外に落ちていました。ツバメ

の子育ても大変そうです。どの子にも平等に愛情

を注ぎたくても、物理的な条件によって、餌を十分に与えることができなくなって

しまう場合があるのです。自然界で生き残るということは、本当に大変です。蛇や

カラスの襲撃にも耐えないといけません。 

今年も元気な子供を生み、育ててほしいと思います。今から、楽しみです。                      

 

３ 宇宙船「オリオン」が地球から最も遠く、40 万 6770 キロ離れました 

 日本時間の４月７日に、国際有人月探査プロジェクト「アルテミス計画」の宇宙

船「オリオン」が、月の裏側の飛行に成功したと米航空宇宙局（NASA）は、発表を

したのを知っていますか。また、月の裏側を回って、日本時間の４月 11 日に、太平

洋の米カリフォルニア州沖に着水し、往復約 111 万 7659 キロの旅が終わったのを知

っていますか。 

今回の宇宙船「オリオン」は、時速約４万ｋｍの速度で大気圏に突入し、機体は

太陽の表面温度の半分程度と言われる温度に耐えて、地球に帰還したと言われてい

ます。今回の宇宙飛行では、人類が到達した最も遠い距離の記録を更新し、同乗し
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ていた４人の宇宙飛行士が、その記録を塗り替えるという偉業を達成したのです。 

1969 年に「アポロ 11 号」が、人類初の有人月面着陸を達成し、1972 年に「アポ

ロ 17 号」が有人月面着陸を果たして以降、有人の月面着陸は行われていません。し

かし、2013 年に初めて中国の無人探索機が月面着陸に成功し、2024 年には中国が初

めて月の裏側から資料の回収に成功しました。さらに中国は、2030 年までに有人月

面着陸を目標として、月の南極域での活動や将来の拠点づくりを計画していると言

われています。それに対して NASA は 2028 年に再度、有人月面着陸を実現させ、月

面基地づくりを計画しています。 

「夢から始まる！！」昔、SF 小説で読んだ月面での基地づくりができるとすれば、

わくわくしてきます。きっと、日本もその中に大きくかかわっていくと思います。 

令和８年４月の人事異動により、学校教育課長（兼 地域クラブ活動推進室長）に

就任いたしました岩尾と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

新年度、学校現場には新しい風とともに、新たな人間関係が生まれます。期待の

一方で、戸惑いを感じる子供たち、先生方も少なくないと思います。この出発の時

期に、私が最も大切にしたいのは「人と人の関係性の質」です。 

組織開発の専門家、ダニエル・キム教授が提

唱する「組織の成功循環モデル」によれば、結

果を急ぐのではなく、まず「関係性の質」を高

めることが、思考の深化、行動の変容を生み、

最終的に最良の結果に繋がるとされています。

その鍵を握るのが、互いの思いを言葉にする

「対話」です。 

私が教職大学院時代に行った研究でも、興味

深いデータが得られました。教職員同士の協働体制（関係性）が向上すると、教職

員と子供たちの関係が改善し、ひいては子供同士の関係も良好になるという相関が

顕著に現れたのです。大人の関係性が、鏡のように教室や学校内の姿に映し出され

るという結果に何となく納得したのを覚えています。 

そうは言っても、学校現場は多忙を極めます。じっくり座って対話する時間は、

なかなか持てないかもしれません。だからこそ、「廊下での何気ない立ち話」や「放

課後のちょっとした共有」といった、ささやかな語らいを大切にしていただきたい

と思います。学校現場の「心理的安全性」が守られ、先生方が笑顔で幸せややりが

いを感じてこそ、子供たちのウェルビーイング（幸福）を育むことができます。 

学校教育課としましても、学校や関係機関と連携を密にし、環境づくりやサポー

トに全力を尽くします。共により良い学校を創っていきましょう。一年間、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

肘かけ椅子          

「「関係性の質」から始まる、子供たちと教職員の幸せな循環」 

学校教育課長（兼 地域クラブ活動推進室長） 岩尾 秀幸 


